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〔論文審査の要旨〕 
本論文は，機器の乗換え時の操作性向上を目的とし，ユーザの乗換え前に使用していた機器の操

作知識が乗換え後の操作に与える影響を分析し，適応的な操作支援方法及び探索的な操作発見方法

を構築した研究の成果をまとめたものである。 
本論文 1 章では，この研究の目的と意義と概要，そして研究背景として関連研究を説明する。 
2 章では，まず初めに，ユーザの事前知識を各ユーザが機器乗換え前に使用していた機器のルー

ルを持つもの（操作モデル）と定義し，新しく利用する機器の動作モデルとユーザの操作モデルが

異なる箇所には，ユーザの事前知識ごとに異なる誤操作が発生するはずであるという仮説を立て，

この仮説の妥当性を検証する。具体的には，複数の DVD レコーダを題材に，機器間の相互の乗換

え時の誤操作パターンを分析し，正解操作は一つでも，事前知識によって誤操作が複数通りに発生

することを示す。また，これらの誤操作パターンによればユーザの事前知識が推定でき，この推定

結果から適応的な操作支援が実現できる可能性を示す。 
3 章では，機器乗換え時の誤操作に対する効率的な支援策として，探索的な操作発見が可能な教

示方法を提案する。操作方法を発見するためには，ユーザは操作対象に対する事前知識や期待に基

づいて探索的に機器とのインタラクションを行うと考えられる。この時，正しい操作方法が発見で

きるかどうかは良質な探索的操作を持続できるかに依存する。そこで，本章では第２章で題材とし

た DVD レコーダの操作知識を分類し，教示内容を現在の機器状態を示す画面やインジケータ表示

の意味に関する「状態理解」の知識と，どのリモコン操作によって機器状態がどう変化するかに関

する「状態遷移」の知識に分け，それぞれの教示が探索の持続性に及ぼす影響を操作性評価実験に

より検証した。実験結果より，機器状態を示す画面やインジケータ表示の意味に関する「状態理解」

の教示が持続的な探索に最も有効であることを示す。 
4 章では，操作対象の機器を DVD レコーダからタブレット PC に置き換え，第２章で提案した操

作モデルの適用範囲を検証する。タブレット PC のタッチ操作は，DVD レコーダのリモコン操作と

は異なり，ボタン形状やラベルを使って操作を予測することが少ないという特徴を持つ。そのため，

リモコン操作と比較して，より事前知識の影響を強く受けた誤操作が発生すると予想される。もし，

タブレット PC においても一つ前の使用機器によって誤操作の傾向が異なれば，第２章および第３

章で提案した操作支援方法が適用できると考えられる。そこで，複数のタブレット PC を題材に，

機器間の相互の乗換え時の誤操作パターンを分析した結果，DVD レコーダと同様に，誤操作の内容

は事前知識によって複数通りに発生し，操作モデルに基づく操作支援が適用可能であることを示す。 
最後に 5 章で，これらの研究についてまとめを行う。 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるものと認

められる。 
備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


